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１．研究の目的 
  本研究の目的は、国語科の説明的な文章の「読むこと」の学習で育成すべき論理的思考力と、
その育成を目指す読解指導のあり方を先行研究より導き出し、授業実践により、入門期の学習
者に論理的思考力を育成する説明的な文章の読解指導の有効性を確かめることである。このよ
うな考えに至った背景には次のようなことが挙げられる。 
  ① 論理的思考力とはどのような力なのか。 
  ② 説明的な文章を読む目的とは何だろうか。 
  ③ 論理的思考力は、小学校低学年、さらに言えば入門期である小学１年生でも育成するこ
とは可能なのではないか。 
 
２．研究の方法 
  ① 文献研究 
② 先行研究の調査 
③ 教科書調査 
④ 検証授業の実施 
 
３．研究の内容 
  論理的思考力の必要性 
   国際化・情報化の進展や価値観が多様化する中で、子どもたちを取り巻く環境は急速に変
化している。子どもたちは、このような社会に主体的に対応しながら生きていかなければな
らない。そのためには、論理的思考力を育てていく指導が必要であると考える。なぜなら、
論理的思考力が身に付くと、ある主張に対して、本当にそのようなことがいえるのか、根拠
はどこにあるのかと常に意識できるようになるからである。 
ところが、子どもたちの論理的な思考力について、学習指導要領の改訂の基本方針には、
計算の技能や文章の読み取りなどに比べてやや弱い現状にあると記載されている。時代は論
理的思考力を要求しているのに、子どもたちはそこまで力が付いていないという状況がある
といえる。 
   
論理的思考力のとらえ 
   論理学者である野矢茂樹（1994）は、「論理的」ということは「言葉遣いの正しさ」である
とし、「論理的な正しさを確かめるためには、経験に訴えるのでも理性に訴えるのでもなく、
むしろ辞書に訴えるべきだ」と言っている。また、認知心理学者である道田泰司（2003）は、
「論理的」ということを、「あることが適切な理由に基づいて主張されている」ことと考え、
「論理的思考とは、批判的思考を中核にもち、論理性という目標をもつ思考といえる」と言
っている。 
   このことから、論理的に思考することは、論理学においては、ある主張をするためにそこ
で用いられている言葉の意味に着目し、真偽性を確かめることであるが、認知心理学におい
ては、正しい推論と裏付けのある根拠に基づいて主張の妥当性を確かめることであると捉え
ることができる。 
   
国語科教育における論理的思考力 
   国語科教育において論理的思考力がどのように捉えられているのか、学習指導要領の変遷
と最近の動向をもとに考察する。 
昭和３３年版の学習指導要領により、思考力の育成がうたわれ、昭和４３年版ではその方
針が強化され、説明的文章教材の指導が文学作品教材の指導に次ぐ位置を占めるようになり、
以後、特に情報処理面における説明的文章教材の指導過程の改善が図られるようになった。
そして、平成１０年の教育課程審議会の答申に盛り込まれた指摘によって、改めて論理的思
考力の育成が注目を浴びるようになった。 
   また、最近の動向として、文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」、
文部科学省「ＰＩＳＡ調査（読解力）の結果分析と改善の方向」「読解力向上プログラム」に
おいて、論理的思考力の育成がうたわれている。「読解力向上プログラム」では、三つの重点
目標の筆頭に「テキストを理解・評価しながら読む力を高める取組の充実」を挙げている。
テキストを理解・評価しながら読む力とは、課題に応じた読み方により、テキストの内容や
表現について理解・解釈し、解釈した内容や表現法について幅広い観点から評価しながら読
む能力であり、批判的な読みを行う力であると考える。 
   このように見てくると、今、国語科教育において育成が目指されている論理的思考力とは、
批判的思考も含むものであり、「読むこと」の領域においては「批判的な読み」を行うことで
あると考える。 
   
先行研究の整理 
   井上尚美（1977、2007）、森田信義（1989、2011）、阿部昇（1996）、河野順子（1996、2008）
の研究を取り上げ、先行する４つの研究が、論理的思考力の概念をどのように捉えているの
か、論理的思考力育成を目指してどのような読解指導を提案・実践しているのか整理した。 
先行する４研究を整理すると、論理的思考力という概念や、学習者の論理的思考力を育成
する読解指導のあり方について次のような示唆を得ることができる。 
○ 説明的な文章の読解指導において育成する論理的思考とは、吟味や評価といった批判
的思考を含む概念である。 
○ 論理的思考力の育成を目指した説明的な文章の読解指導とは、批判的な読みを取り入
れたものである。 
○ 論理的思考力は、いくつかの「思考操作の方法」によって成り立っている。 
   
本研究における論理的思考力の定義 
   本研究における論理的思考力を次のように定義する。 
テキストの内容や書き手の意図を解釈し、解釈した内容や表現方法などについて自分の考え
を明確にしながら読む力 
※ 論理的思考力は、６つの「思考操作の方法」（理由付け、順序、比較、類別、類推、吟味）によって成り立ってい
るものとする。 
   テキストの内容や書き手の意図を解釈するとは、テキストに書かれたことを根拠にして内
容や書き手の表現の工夫を的確に捉えることであると考える。 
   内容や表現方法について自分の考えを明確にするとは、解釈した内容について、それまで
の経験と照らし合わせて自分の考えを表現することであると考える。 
   
入門期で育成する論理的思考力とは 
   教科書会社５社（光村図書、教育出版、学校図書、東京書籍、三省堂）の小学校低学年の
現行教科書（平成２３年版）に掲載されている説明的な文章教材を調査・分析し、論理的な
思考力を育成する上でどのような学習要素をもっているのか検討し、次のように入門期で育
成すべき論理的思考力を想定した。 
   ○ 論理的思考力の育成は小学校高学年からという意見もあるようだが、小学校低・中学
年で「比較」「分類」「仮定」などの概念や、物の見方・観点・立場の違いを意識させる
ようにしていくことはできる。友達や仲間と話し合う活動を取り入れることによって、
自分の見方や視点以外にもいろいろな見方があるのだということを知るのは、小学校低
学年でも可能であると考える。 
○ 入門期では、論理的思考力を育成するために、「なぜだろう」「どうしてかな」と問い
かけることで、その理由を考える「理由付け」を中心に、他の思考操作の方法も視野に
入れた指導を行っていくことが必要であると考える。 
○ 教材文に書かれている内容を検討し、評価する学習も取り入れた批判的な読みを行う
ことも大切であると考える。 
   
説明的な文章の読解で育成される論理的思考力 
   小学校国語科の説明的な文章の読解指導において論理的思考力を育成することは、自分に
とって価値ある文章を選び、その内容を正しく読み取る力を高めるのみならず、その文章の
書き手に対して興味や関心をもって主体的に読む態度を育てることにつながると考える。な
ぜなら、テキストを評価するためには、テキストの内容や書き手の工夫の中から自分の判断
のために必要な事項を正しく取り出し、その内容や工夫について自分の知識や書き手の考え
を総合しながら的確に解釈することが必要だからである。 
   
授業実践の記録と分析 
   論理的思考力を入門期の子どもたちに付けることを目指した授業を、教科書の説明的な文
章教材を用いて行い、その効果を検討した。 
   教材は、光村図書１年上に掲載されている「くちばし」である。（教材文は【資料１】） 
   先行研究の４氏の考えに基づいて次のように教材を分析した。（抜粋） 
   ○ 平成１７年版では題名が「いろいろな くちばし」（教材文は【資料２】）であったが、
平成２３年版では「くちばし」に変わっている。また、掲載されている写真や構成が変
更されている。それぞれに効果・問題点が考えられる。 
   ○ 本教材では、「するどく」「ほそくて、ながくのびた」など、様子を表す言葉が出てく
る。子どもたちの日常会話の中でほとんど使われていない言葉を、時間をもって捉える
ようにしたい。そのための工夫として、日常の経験を話す中でほかの言葉に置き換えた
り、ほかの道具の特徴と関係付けて考えたり、動作化したりという手立てが考えられる。 
   ○ 本教材文が問題にしているのは、あるくちばしが、何の鳥のくちばしであるのかとい
うことに限定されるのではない。鳥のくちばしの形状は、食べ物によって決まっている
ということである。すなわち、くちばしの形は、えさを食べるのに便利な形になってい
るということである。本教材を学習することで、子どもたちは、それぞれの鳥のくちば
しは、鳥たちが環境に適応するために進化し、形成されてきたのだということを知り、
自然のすごさや不思議さを感じることができると考える。 
授業は７時間の予定であったが、１時間追加し、全８時間行った。 
学習者の反応を以下の３項目の順でプロトコル分析し、考察した。（抜粋した授業記録は
【資料３】） 
① ポイントとなる流れ 
学習者の論理的思考力の育成に関わる場面の説明および授業記録（省略あり） 
② 学習者の反応に関する指導者の解釈 
授業中や授業後の指導者による学習者の反応の解釈 
③ 考察 
４氏の考えに基づく考察 
授業において見られた、論理的思考力の育成に関わると考えられる場面における学習者の
姿を概観すると、次のような観点に分類することができる。 
（１） 既有経験・既有知識を生かし言葉の意味を理解する姿 
（２） 想像と叙述から分かることをつなぎ、理由付けて考える姿 
（３） 既有知識と書かれている事柄や内容を関連付け、推論する姿 
（４） これまでの枠組み（ものの見方・考え方）に発見したことを新たに位置付ける姿 
（５） 書かれていない事柄を補足する姿 
（６） 教材文の構成に気付き、構成や書かれ方を評価する姿 
   授業実践では、テキストで使われている語句の意味を考えさせたり、挿絵や写真を手がか
りに書かれている内容を読み取るようにしたり、段落相互の関係を捉えることにより、筆者
の主張の論理を読み取るようにした。その結果、理由付ける、比較する、類別する、評価す
るなどの「思考操作の方法」を用いて考える論理的思考力の芽生えを確認することができた。 
  ＜想像と叙述から分かることをつなぎ、理由付けて考える姿＞ 
① ポイントとなる流れ（授業記録は【資料３】①） 
② 学習者の反応に関する指導者の解釈 
  きつつきのくちばしは、ある程度の長さを保ちながら先に向かって尖っており、花の
中に入れることができそうな形である。しかし、細いのはくちばしの先の方だけである
ため、花の開き具合が小さく狭い花や、ラッパ状の奥行きのある花だと、その花の形を
崩してしまう。その点、細く長く伸びたはちどりのくちばしであれば、花の形を崩すこ
となく、花の奥までスッと挿し込むことができる。このようなくちばしの形状の利点に
気付かせようと、指導者は、これまで出てきた鳥のくちばしと比較するような問いかけ
をしている。 
Ⓣ19により、学習者たちは、きつつきのくちばしは太い→くちばしを入れたら、花が
壊れる→はちどりのような細いくちばしだと壊れないから良いということは理解したが、
長さの理由までは考えていない。そこで、細いくちばしであれば大丈夫という学習者た
ちの考えを利用して、細かったら小さなくちばしでも大丈夫なのではないかと切り返し
たのである。 
③ 考察 
Ｔ児は「届かん」と言った後、「花の中を見るために」と言っている。そして、「こう
やって…」と言いながら、手で花びらをよけながら中を覗き込むようなしぐさを見せて
いる。Ｔ児は、くちばしが長いということには何かわけがあるのではないかと考え、は
ちどりがくちばしで花びらをそっと開きながら中を覗くのではないかと推測したのだが、
指導者の質問に答えていくうちに、くちばしを花の奥まで入れるのだということに気付
いていっている。 
その後、指導者がくちばしが長く伸びている理由を問うと、Ｋ児が「花の蜜を吸えん
から」と発言し、花の蜜の場所を予想している。Ｋ児はＴ児の発言を受けて、なぜくち
ばしを花の奥まで届けるのか考え、叙述とつなげて答えを導き出したのだ。 
    
解明されたこと 
   本研究で明らかにしたかった３点について、次のような結論を得た。 
① 論理的思考力とは、「そこで用いられている言葉の意味に着目し、正しい推論と裏付け
のある根拠に基づいて、主張の真偽性・妥当性を確かめること」である。 
   ② 説明的な文章を読む目的は、「論理的かつ個性的な認識方法と表現方法によって創造さ
れた文章を読む活動を通して、読み手である子どもたちを論理的認識と論理的表現ので
きる主体に変容することであり、また、そのような読みの過程と結果において、文章を
読むための基礎的、基本的な知識や技能を身に付けさせること」である。 
   ③ 論理的思考力の育成を小学校第１学年から行うことは可能かつ有効である。 
    
  今後の課題 
   １ 国語科において育成したい論理的思考力の系統性 
   ２ 「読み」の指導と「書き」の指導との関連 
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